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「水質汚濁に係る農薬登録基準値（案）」に対する意見募集の結
果について 

 

令 和 ４ 年 ○ 月 ○ 日 

環境省水・大気環境局  

  水環境課農薬環境管理室 

 

１． 意見募集の概要 

（１） 意見募集の対象農薬 

ポリオキシンＤ亜鉛塩、ポリオキシン複合体、ベンタゾンナトリウム塩又はベンタ

ゾン 

 

（２）意見募集の周知方法 

   関係資料を電子政府の総合窓口（e-Gov）に掲載 

 

（３）意見募集期間 

   令和４年７月 23日（土）～ 令和４年８月 21日（日） 

 

（４）意見提出方法 

  ・電子政府の総合窓口（e-Gov） 

・郵送 

 

（５）意見提出先 

   環境省水・大気環境局水環境課農薬環境管理室 

 

 

２．意見募集の結果 

（１）御意見提出者数 

・電子政府の総合窓口（e-Gov）  ２通 

・郵送             ０通 

 

 

（２）御意見の延べ総数  ４件  

資料９ 
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（別紙） 

No. 提出された御意見 御意見に対する考え方 

１ 

飲用水への成分含有量は計算上、わず

かとはいえ、含有されることに間違いあ

りません。このような有毒成分が含有さ

れれば、水の性質を悪化させ人体にも悪

影響を及ぼします。残念ながら現代の科

学レベルでは確認できませんが。ただ

し、少なくとも腸内細菌には影響を与え

るには、この数値でも十分だと考えられ

ます。その懸念を払拭するためにも、腸

内細菌への悪影響が全くないことを早

急に確認してください。 

水質汚濁に係る農薬登録基準の設定

については、水の利用が原因となってヒ

トに被害が生じないよう、食品安全委員

会で設定された一日摂取許容量（ＡＤ

Ｉ）を基に、飲み水に由来する農薬のば

く露により生涯にわたって人の健康に

影響が及ばないよう、基準値の設定を行

っています。 

いただいた御意見につきましては、食

品安全委員会に情報提供いたします。 

 

２ 

承認農薬の成分数だけで 605種（2022

/2 現在）もの農薬成分を承認しておきな

がら、確認するのは単品の影響や数字の

みで、実態を反映していない。少なくと

も、使用される農薬は一か所で何百種も

あることを考えると基準値をさらに 10

0 以上の数値で除す必要があるし、複数

種の農薬の複合影響についても、いつま

でも「検証方法が確立されていない」な

どという言い訳を続けるのではなく、そ

ろそろ検証すべき時が来ているのでは

ないでしょうか？ 

複数農薬へのばく露による影響につ

いては、現段階では国際的にもその評価

手法や考え方が検討されている段階で

あり、評価手法として確立したものはな

く、現時点では評価は困難であると考え

ています。今後も引き続き、最新の科学

的知見の収集に努めてまいります。 
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３ 

特に、ベンタゾンについては「水濁 P

EC は 0.11 mg/L であり、登録基準値 

0.23 mg/L を超えないことを確認」とし

つつ、これほど近い数字であるにも関わ

らず、淡々と問題ないように記述してい

る。こういうものは、使用禁止ないしは、

残留許容値を更に１００で除すべき。 

水質汚濁に係る農薬登録基準の設定

については、水の利用が原因となってヒ

トに被害が生じないよう、食品安全委員

会で設定された一日摂取許容量（ＡＤ

Ｉ）を基に、飲み水に由来する農薬のば

く露により生涯にわたって人の健康に

影響が及ばないよう、基準値の設定を行

っています。 

また、環境省ではリスク管理措置とし

て、各農薬について、PEC が基準値の 10

分の 1 を超える場合には、河川中濃度

のモニタリング調査を実施するととも

に、当該農薬の河川水中濃度が水濁基準

値を超過していることが確認された場

合には、必要に応じて農薬の使用方法に

係る指導の徹底等、必要な措置を講じる

こととしています。 

 

４ 

農薬が飲料水にわずかとはいえ含有

されるのに影響がないと結論付けるの

はおかしいと思います。 

減らす、もしくは含有しない方向で考

えるべきです。 

水質汚濁に係る農薬登録基準の設定

については、水の利用が原因となってヒ

トに被害が生じないよう、食品安全委員

会で設定された一日摂取許容量（ＡＤ

Ｉ）を基に、飲み水に由来する農薬のば

く露により生涯にわたって人の健康に

影響が及ばないよう、基準値の設定を行

っています。 

 

 


